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ＰＦＩ（Private Finance Initiative）とは，公共施設等の建設，維持管理，運営
等を民間の資金，経営能力及び技術的能力を活用して行う手法をいう。

意義

効率的かつ効果的に社会資本を整備（公共サービスを提供）すること目的

①　低廉かつ良質な公共サービスの提供
②　公共サービスの提供における行政の関わり方の改革
③　民間の事業機会を創出することを通じた経済の活性化

効果

事業の客観性，透明性の確保特徴

 　　「ＰＦＩ」について

自由競争市場公共サービス

業務の包括性
契約期間

民営化との違い

サービスの提供主体は，国
や地方公共団体

国等は，サービスの水準を
策定し，モニタリング
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　３年後には
　 16,000人の定員超過

　

　毎年約700億円が必要

過剰収容

法務省
施設費予算
　190億円

大幅な増額
は困難

概算要求基準

業務の
合理化

業務の
外部委託

 　　過剰収容対策（施設整備）の現状
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〔英国〕〔アメリカ合衆国〕 〔ドイツ〕〔フランス〕大陸法系英米法系

すべての業務について民間委託管理・運営

民間委託を実施設計・建設

食事，洗濯，清掃，職業訓練など
について民間委託

（保安業務は，国が実施する。）
管理・運営

民間委託を実施設計・建設

 包括的な民間委託  部分的な民間委託

英米法系の国と大陸法系の国との法制度の違い

 ○　ヴィクトリア朝(1800年代)
　　様式の古い施設の改築

○　刑務所職員組合のストライキ
の抑制

〔アメリカ合衆国〕

英米における民営刑務所導入の特殊な背景事情

被収容者数の推移 132万人
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20年で約４倍○　被収容者数の爆発的
な増加

〔英　　国〕

　※　 業務の運営マニュアルなどは矯正当局で作成し，常駐
公務員がモニタリングする。

民営刑務所 混合運営施設

 　　諸外国の刑務所ＰＦＩ事業

背景事情

法制度の違い
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 　　英国における刑務所ＰＦＩの失敗事例

刑務所長が更迭された事例

○　2002年，保安状況等に問題が発生し，首席監察官や訪問者委員会から早急な改善
の指摘を受ける。

職員の異動率が高く，経験不足な若い新採用職員が多いため，適正な水準の
教育が行われていない。

○　Blakenhurst刑務所とBuckley Hall刑務所
（施設運営のみを委託した民営刑務所４施設のうちの２施設）

 委託契約更新時の委託停止事例

主な指摘

○　刑務所庁長官は，2002年５月に，所長（Director）を更迭して，公務員の所長
（Governor）を派遣し，一時，Ashfield刑務所を管理する。

内務大臣の介入権（1991年刑事裁判法第88条）

公務員の所長（Governor）を任命し，施設を管理下に置くことができる。

参考

ア　所長（Director）が施設の十分な管理能力を有しないとき

イ　人の安全を確保する等の必要があるとき

Ashfield刑務所 少年受刑者（15～18歳）300名，若年受刑者（～21歳）100名を収容する
民営刑務所

○　2001年，契約更新による再入札の際に，刑務所庁の入札チームが落札
－４－
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 日本型刑務所ＰＦＩの考え方（イメージ図）

夜間巡回

施設警備

医療

教育

刑務作業

食事・洗濯・清掃

文書・経理
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